
上
寺
山
楽
々
園
を
民
間
譲
渡

　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
上

※

寺
山
楽
々

園
に
つ
い
て
は
、
入
園
者
の
う
ち

約
７
割
が
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
こ
と
か
ら
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や

介
護
予
防
支
援
の
提
供
な
ど
、
入

園
者
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
す

る
た
め
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど
に

新
施
設
の
整
備
、
運
営
も
含
め
て

経
営
を
譲
渡
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
市
の
特
定
健

診
と
の
同
時
実
施
の
み
で
あ
っ
た

前
立
腺
が
ん
検
診
は
、
前
立
腺
が

ん
検
診
単
独
で
も
市
内
の
医
療
機

関
で
個
別
に
受
診
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。

　

集
団
健
診
に
つ
い
て
は
、
特
定

健
診
と
が
ん
検
診
を
同
時
に
受
診

で
き
る
国
保
総
合
健
診
や
、
胃
が

ん
、
大
腸
が
ん
、
乳
が
ん
、
子
宮

頸
が
ん
、
肺
が
ん
検
診
を
半
日
で

受
診
で
き
る
「
が

※

ん
総
合
検
診
」

を
実
施
し
、
仕
事
の
都
合
な
ど
で

受
診
が
困
難
な
人
も
が
ん
検
診
を

受
け
や
す
く
し
ま
す
。

玉
津
保
育
園
・
幼
稚
園
の
休
園

　　

平
成
24
年
４
月
か
ら
は
玉
津
保

育
園
を
休
園
と
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
集
団
生
活
の
中
で
の

保
育
環
境
と
い
う
点
を
考
慮
し
、

５
人
以
上
の
入
園
希
望
が
あ
っ
た

場
合
を
再
開
の
目
安
と
し
ま
す
。

　

ま
た
平
成
24
年
４
月
か
ら
玉
津

幼
稚
園
も
休
園
し
ま
す
。

　

再
開
の
目
安
は
、
保
育
園
の
入

園
状
況
を
み
な
が
ら
、
集
団
生
活

の
中
で
保
育
・
教
育
環
境
を
考
慮

し
て
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

邑
久
・
玉
津
小
学
校
の
統
合
準
備

　

２
校
の
統
合
に
つ
い
て
協
議
す

る
準
備
委
員
会
で
、
玉
津
地
区
の

児
童
の
通
学
方
法
や
玉
津
小
学
校

の
跡
地
利
用
、
統
合
後
の
学
校
の

教
育
目
標
や
教
育
課
程
な
ど
を
協

議
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
意
見
・
要
望
な
ど

を
聴
き
な
が
ら
、
円
滑
な
統
廃
合

が
進
む
よ
う
に
努
め
ま
す
。

エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
と
日
本
刀
展

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
、

日
本
刀
職
方
や
ア
ニ
メ
ク
リ
エ
ー

タ
ー
、
玩
具
製
作
者
な
ど
と
共

同
で
、
伝
統
技
術
で
あ
る
日
本
刀

の
「
も
の
づ
く
り
」
の
新
た
な
表

現
を
目
指
し
、
若
者
な
ど
の
日
本

刀
文
化
・
も
の
づ
く
り
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
、
７
月
14
日
か
ら

９
月
17
日
に
か
け
て
特
別
展
『
エ

※

ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
と
日
本
刀
展
』

の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
の
値
下
げ

　

平
成
23
年
８
月
か
ら
水

※

道
事
業

審
議
会
で
調
査
、
審
議
さ
れ
た
水

道
料
金
の
適
正
な
設
定
に
つ
い
て

は
、
そ
の
答
申
の
と
お
り
、
家
事

用
と
営
業
用
の
水
道
料
金
を
平
均

約
５
％
引
き
下
げ
る
予
定
で
す
。

市
民
病
院
に
消
化
器
内
科
な
ど

を
新
設

　

内
科
に
つ
い
て
の
専
門
知
識
を

有
す
る
医
師
の
確
保
に
め
ど
が

立
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
消
化
器

内
科
、
循
環
器
内
科
、
呼
吸
器
内

科
を
４
月
か
ら
新
設
し
ま
す
。

　

消
化
器
内
科
は
週
１
回
１
日
、

循
環
器
内
科
は
週
１
回
半
日
、
呼

吸
器
内
科
は
現
在
の
内
科
医
が
担

当
す
る
予
定
で
す
。

施設の老朽化が進む上寺山楽々園

上
寺
山
楽
々
園

　
身
体
上
・
精
神
上
・
環
境
上
・

経
済
的
理
由
に
よ
り
居
宅
で
生

活
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者

を
対
象
に
し
た
邑
久
町
北
島
に

あ
る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
。

が
ん
総
合
検
診

　
40
歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に

し
た
５
種
類
の
が
ん
検
査
を
一

度
に
受
け
ら
れ
る
検
診
。
希
望

に
よ
り
、
肺
が
ん
喀
痰
・
乳
が

ん
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）
検
査

も
受
け
ら
れ
る
。

（
新
世
紀
）
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン

　
１
９
９
０
年
代
を
代
表
す
る

Ｓ
Ｆ
ア
ニ
メ
作
品
。
そ
れ
ま
で

の
ア
ニ
メ
や
邦
画
・
特
撮
の
技

法
を
取
り
込
ん
だ
作
風
で
、
登

場
人
物
の
心
情
を
繊
細
に
表
現

す
る
演
出
は
、
後
続
の
ア
ニ
メ

や
映
画
に
影
響
を
与
え
た
と
い

わ
れ
る
。

水
道
事
業
審
議
会

　

市
の
諮
問
に
応
じ
、
水
道
事

業
に
関
し
て
調
査
と
審
議
を
行

う
組
織
。
平
成
24
年
９
月
１
日

以
降
の
早
い
時
期
に
お
い
て
水

道
料
金
を
５
％
程
度
引
き
下
げ

る
こ
と
な
ど
を
求
め
る
答
申
を

行
っ
た
。

同じ敷地内にある玉津保育園と玉津幼稚園

牛窓地域（島しょ部を除く）で、7月1日から
「モーモーバス」が走ります

　７月１日から牛窓地域（島しょ部を除く）で、実証運行が始まる瀬戸
内市デマンドバスの愛称が決定しました。
　応募があった 71 作品の中から、瀬戸内市デマンドバス愛称選考委員会
において選考を行った結果、千葉県船橋市在住の長岡直美さん（50 歳）
の応募作品「モーモーバス」に決まりました。
　デマンドバスの運行地域である「牛窓地域」を分かりやすく表現するため、「牛」から「モーモー」
と発想。「子どもから高齢者まで利用される人が一度聞いたら忘れない名前を」という思いが込めら
れています。
　皆さんの身近な足として、「モーモーバス」をご利用ください。
■問い合わせ先
　まちづくり推進課　　☎０８６９-２２- １０３１

「せとうち  まーる号」が本をお届けします
（５月運行開始予定）

　５月中の運行開始を予定している移動図書館車の愛称が決定
しました。応募があった 289 作品の中から瀬戸内市移動図書館
車愛称選定委員会において選考を行った結果、瀬戸内市邑久町
在住の中田玲子さん（32 歳）の応募作品「せとうち  まーる号」
に決まりました。
　「瀬戸内市を回り、みんなとまぁるくつながっていったらよ
いな」という思いが込められています。
　「せとうち  まーる号」に、絵本約 1,000 冊（今までの約２倍）
を積載して市内保育園、幼稚園への巡回サービスを実施します。
■問い合わせ先
　瀬戸内市立図書館　　☎０８６９-２２- ３７６１

瀬戸内市デマンドバス

　いわゆる交通弱者などの移動支援や地域内の経済活性化のため、高齢者やＰＴＡ関係者、バ
ス事業者、タクシー事業者などで構成する瀬戸内市地域公共交通会議で、牛窓地域内（島しょ
部を除く）において、「瀬戸内市デマンドバス」を実証運行することが決まりました。
　「瀬戸内市デマンドバス」は、利用者の予約に応じて、自宅または近くの「のりば」まで車
両が迎えに行き、希望する目的地まで運行する乗合型のバスです。路線バスとは違い、時刻表
や決まったルートはありません。
　実証運行期間は平成 24 年７月１日から平成 25 年 12 月 31 日までです。
　（平成 24 年４月開始を予定していましたが、関連工事や車両手配などに準備期間が必要とな
　り平成 24 年７月からとなりました。）
　期間終了までに新しい公共交通のあり方や実証運行期間終了後「瀬戸内市デマンドバス」を
継続して運行するか、「瀬戸内市デマンドバス」の運行方法・時間・台数などが適切かなどを
検証していきます。
　「瀬戸内市デマンドバス」は、市が行政サービスとして実施する公共交通ですが、その運行
は指定管理者が行います。
　利用するために必要な登録や利用方法などの詳しい内容については、本紙６月号でお知らせ
する予定です。

が
ん
対
策
の
充
実

　

平
成
24
年
度
か
ら
は
、
子
宮
頸

が
ん
検
診
を
岡
山
市
内
の
医
療
機

関
で
個
別
に
受
診
で
き
る
よ
う
に




